
休眠預金活用事業　事業計画書 【2025年度通常枠】 ※採択された後の資金提供契約書別紙１の対象は、事業計画書の冒頭から「Ⅱ．事業概要」までとします。

　
基本情報

優先的に解決すべき社会の諸課題

(1) 子ども及び若者の支援に係る活動
① 経済的困窮など、家庭内に課題を抱える子どもの支援
② 日常生活や成長に困難を抱える子どもと若者の育成支援
③ 社会課題の解決を担う若者の能力開発支援
⑨ その他

(2)日常生活又は社会生活を営む上での困難を有する者の支援に係る活動
④ 働くことが困難な人への支援
⑤ 孤独・孤立や社会的差別の解消に向けた支援
⑥女性の経済的自立への支援
⑨ その他

(3)地域社会における活力の低下その他の社会的に困難な状況に直面している地域の支援に係る活動
⑦ 地域の働く場づくりや地域活性化などの課題解決に向けた取組の支援
⑧ 安心・安全に暮らせるコミュニティづくりへの支援
⑨ その他

申請団体 実行団体
資金分配団体 事業名（主）

事業名（副）
団体名

団体名
事業の種類1

コンソーシアムの有無 なし
実行団体団体 事業名

事業名（副）

事業の種類4

領域／分野

その他の解決すべき社会の課題

事業の種類2
事業の種類3

必須

任意

申請時入力不要



SDGsとの関連

Ⅰ.団体の社会的役割
(1)団体の目的 0/200字

ゴール ターゲット 関連性の説明



(2)団体の概要・活動・業務 0/200字

Ⅱ.事業概要

資金提供契約締結日と事業開始日が異なります。原則として日付を一致させてください。

(終了) 国外活動の有無 － 資金提供契約締結日 採択後の契約時に用いる欄です実施時期 (開始)

最終受益者 (人数)

本事業における、不動産（土地・建物）購入の有無
※助成金で土地の購入はできません。建物の購入（建物
新築含む）は原則できません。自己資金等で購入する場合
は認められます。詳しくは公募要領をご確認ください。

なし

直接的対象グループ (人数)

対象地域

(都道府県)
※『活動対象地域選
択』シートで選択し
てください。

（地域詳細）



事業概要

0/600字

Ⅲ.事業の背景・課題
(1)社会課題 0/1000字

(2)課題に対する行政等による既存の取組み状況 0/200字

(3)課題に対する申請団体の既存の取組状況 0/200字



(4)休眠預金等交付金に係わる資金の活用により本事業を実施する意義 0/200字

Ⅳ.事業設計
(1)中長期アウトカム

(2)短期アウトカム 100字 指標 100字 初期値/初期状態 100字 中間評価時の値/状態 事後評価時の値/状態モニタリング







0/200字

0/200字

0/200字

0/200字

0/200字

0/200字

0/200字

0/200字

0/200字

0/200字

0/200字

0/200字

0/200字

0/200字

(3)活動 時期



0/200字

0/200字

0/200字

0/200字

0/200字

0/200字

0/200字

0/200字

0/200字

0/200字

0/200字

0/200字

0/200字

0/200字



0/200字

0/200字

0/200字

0/200字

0/200字

0/200字

0/200字

0/200字

0/200字

0/200字

0/200字

0/200字

0/200字

0/200字



0/200字

0/200字

0/200字

0/200字

0/200字

0/200字

0/200字

0/200字

Ⅴ.広報戦略および連携・対話戦略

0/200字

0/200字

広報戦略

連携・対話戦略



Ⅵ.出口戦略・持続可能性について 助成期間終了後も社会課題の解決に向けた活動を継続させる戦略・計画を記入してください。

0/400字

Ⅶ.関連する主な実績
(1)助成事業の実績と成果 0/800字

(2)申請事業に関連する調査研究、連携、マッチング、伴走支援の実績、事業事例等 0/800字

実行団体



Ⅷ.事業実施体制
194/300字

0/200字

(1)事業実施体制（人数、マ
ネジメント体制、経理体
制）、メンバー構成および
各メンバーの役割・スキル
等

（記入例）
・実施体制･･･内部7名、外部2名
・マネジメント体制･･･事業部長（事業統括）1名
・経理体制･･･経理主担1名、補佐2名
・評価体制･･･○○大学〇○教授、△△専門家△△氏、計2名
※経理は、団体経理２年程度の経験または簿記を有する者を想定。
※○○は、●●事業との兼務想定。本事業50%、●●事業50%想定。
外部人材を活用する場合は目的、役割、配置等を示してください。

(2)ガバナンス・
コンプライアンス体制

(3)コンソーシアム利用有無 なし



休眠預金活用事業　事業計画書 【2025年度通常枠】 記入のポイント

基本情報

優先的に解決すべき社会の諸課題

○ (1) 子ども及び若者の支援に係る活動
○ ① 経済的困窮など、家庭内に課題を抱える子どもの支援

② 日常生活や成長に困難を抱える子どもと若者の育成支援
③ 社会課題の解決を担う若者の能力開発支援
⑨ その他

(2)日常生活又は社会生活を営む上での困難を有する者の支援に係る活動
④ 働くことが困難な人への支援
⑤ 孤独・孤立や社会的差別の解消に向けた支援
⑥女性の経済的自立への支援
⑨ その他

(3)地域社会における活力の低下その他の社会的に困難な状況に直面している地域の支援に係る活動
⑦ 地域の働く場づくりや地域活性化などの課題解決に向けた取組の支援
⑧ 安心・安全に暮らせるコミュニティづくりへの支援
⑨ その他

SDGsとの関連
ゴール ターゲット 関連性の説明

事業の種類4

領域／分野

その他の解決すべき社会の課題
上記で「その他」を選択される場合には、その領域と分野を記載ください。

事業の種類2
事業の種類3

団体名 法人の種類を含めた登記事項証明書と同じ名称が入力されていることを確認してください。 （例：一般財団法人日本民間公益活動連携機構）

事業の種類1

法人の種類を含めた登記事項証明書と同じ名称が入力されていることを確認してくだ
さい。（例：一般財団法人日本民間公益活動連携機構）

コンソーシアムの有無

実行団体団体 事業名 申請事業名を記載してください。
事業名（副） 副事業名がある場合には、記載してください。

申請団体 実行団体
資金分配団体 事業名（主） 申請事業名を記載してください。

事業名（副） 副事業名がある場合には、記載してください。
団体名

必須

任意

申請時入力不要 事業計画の内容は、本シートではなく、
別シート（事業計画書（公募版））にご記入ください。

ｺﾝｿｰｼｱﾑで申請の場合
は「あり」を選択

4つの事業種類から指定してください。（①草の根活動支援、②ソーシャルビジネス形成支援、③イノベーション企画支援、④災害支援）
上記と連動①草の根活動支援を指定した場合には〔全国〕か〔地域〕か、④災害支援を指定した場合にカテゴリーを選択してください。
上記と連動➀草の根活動支援〔地域〕を指定した場合には10ブロックの中から選択、④災害支援のカテゴリーにより選択してください。

申請事業の活動内容、直接対象とする人々や集団と直接関連する「優先的に解決すべき社会の諸課題」の領域・分野を選択してください。
※複数の領域、分野を選択することも可能ですが、間接的または手段として行うものは選択しないでください。

申請事業の内容・目標が直
接関連するSDGs のゴール
を選択してください。
＊申請事業以外に団体が
行っている事業内容・目標
についてのゴールは含みま
せん。
＊ゴールは5つまで設定可
能です。

申請事業の内容・目標が直接関
連する SDGsのターゲットを選択
してください。

解決すべき社会課題と、選択したSDGsの
ゴールおよびターゲットがどのように関連
するのか記述してください。



Ⅰ.団体の社会的役割
(1)団体の目的 31/200字

(2)団体の概要・活動・業務 34/200字

Ⅱ.事業概要 資金提供契約締結日と事業開始日が異なります。原則として日付を一致させてください。
(終了)

最終受益者 最終受益者は、社会課題の解決によって受益を受ける人々をさします。事
業では、『誰の何を解決するのか』を明確にすることが大切です。受益者
は複数いる場合もあります。その場合には、事業によって最終的に変化を
もたらしたい最終受益者、事業の過程で変化をもたらす中間受益者等を整
理し、分けて記載してください。

(人数)

本事業における、不動産（土地・建物）購入の有無
※助成金で土地の購入はできません。建物の購入（建物
新築含む）は原則できません。自己資金等で購入する場
合は認められます。詳しくは公募要領をご確認くださ
い。

なし

直接的対象グループ 事業で直接対象とする人々や集団を記載してください。 (人数)

対象地域

(都道府県)
※『活動対象地域選
択』シートで選択し
てください。

直接⼊⼒せず「活動
対象地域選択」シー
トから選択してくだ

さい。

（地域詳細）

都道府県よりも詳細地域の設定
がある場合にはこちらに記載く
ださい。この時都道府県も省略
せず記載をお願いします。例：
東京都千代⽥区、●●県▲▲市

申請する団体の設立目的やビジョン等を記載ください。（200字）

申請する団体の概要、事業内容や活動実績等を記載ください。（200字）

国外活動の有無 － 資金提供契約締結日 採択後の契約時に用いる欄です実施時期 (開始)
公募する実行団体の事業で、
不動産購入を想定する場合
は「あり」を選択してくだ
さい。



事業概要

349/600字

Ⅲ.事業の背景・課題
(1)社会課題 160/1000字

(2)課題に対する行政等による既存の取組み状況 78/200字

(3)課題に対する申請団体の既存の取組状況 50/200字

(4)休眠預金等交付金に係わる資金の活用により本事業を実施する意義 53/200字

行政や民間などでの取り組みの状況や対策の内容および結果を記載してください。行政や民間などの対応に不足している点があればその点も記載してください。（200字）

解決すべき社会課題に対して、申請団体がこれまで取り組んできた活動内容を記述してください。（200字）

上記(1)～(3)を踏まえた上で、本事業を休眠預金制度で取り組もうとする意義をご記載ください。（200字）

Ⅳ.事業設計の概要をまとめて記述してください。また、各申請事業種別に以下の内容を含めてください。
(1)草の根活動支援事業：さらなる活動の質・量の拡大や成果の向上等、従来の活動との違いを記述してください。
(2)ソーシャルビジネス形成支援事業：社会課題の解決と収支相償以上の事業性や事業の収益性を同時に満たすビジネスモデルの形成について記述してくださ
い。
(3)イノベーション企画支援事業：公募要領内の「イノベーション企画支援事業＜事業の考え方と新規性の例＞」を参考にして、申請事業の「新規性」について
記述してください。
(4)災害支援事業：行政が行っている災害支援事業との違いについて記述してください。また、今後発生する災害を対象とする場合は、想定されるリスクとその
対応について記述してください。

現状をどのように認識しているか、対象地域・分野等を含めて詳述してください。また、次の各点についても詳述してください。1.社会課題の妥当性、2.申請事業対象グループ等の妥当性
（詳細はJANPIAの評価指針の「別添資料2の１」の「資金分配団体の事前評価の主な評価小項目例」の「課題の分析」を参照してください。）（1000字）



Ⅳ.事業設計
(1)中長期アウトカム

(2) 短期アウトカム 100字 指標 100字 初期値/初期状態 100字 中間評価時の値/状態 事後評価時の値/状態モニタリング
事業終了時に事業実施によって事業対象グループがどの
ような状態になり、どのような社会になることを目指し
ているかを記載してください。（100字）
（記入例：（対象地域）において、（○○の活動結果）
により、（対象グループ）が（ｘｘｘ）になる。）
※合計10つまで設定可能です

アウトカム指標は、アウトカムを何で測るのか
を明示するものです。
＊指標の項目数の設定は任意ですが、 定量的指
標、定性的指標の複数を設定することを推奨し
ます。（100字）

初期値とは事業実施前のアウト
カム指標の状態を示した値で
す。各アウトカム指標の初期値
を記載してください。
＊初期値設定のための調査が必
要な場合は、採択後に調査を行
うことも可能です。（100字）

目標値とは事業実施により達成
したいアウトカム指標の状態を
示した値です。各アウトカム指
標の目標値を記載してくださ
い。また、各アウトカムに対し
て、達成したい時期を年月で記
載してください。

事業終了から●年後（各団体が想定する時期）に事業実施によって事業対象グループがどのような状態になり、どのような社会になることを目指しているかを記述してください。
＜記入例＞事業終了後●年後に（対象地域）において○○することにより、（対象グループ）が○○された地域や社会になる



93/200字

0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字0/200字

Ⅴ.広報戦略および連携・対話戦略

83/200字

117/200字

Ⅵ.出口戦略・持続可能性について 助成期間終了後も社会課題の解決に向けた活動を継続させる戦略・計画を記入してください。

64/400字実行団体

事業期間終了後を見据え、どのような出口戦略を描き、活動の持続可能性を高めていくための取組みを行うか記載してください。（400字）

広報戦略

休眠預金等活用事業とその成果を多様な広報媒体、報告等により発信するための広報戦略について、実施内容、ターゲット、手段、期待される
効果等を記載してください。（200字）

連携・対話戦略

他のセクター、団体、企業等の事業への参画、多様な関係者（ステークホルダー）との対話など、それぞれを推進する連携・対話の戦略を記載
してください。JANPIA、実行団体との連携を進めるための体制と計画があれば記載してください。（200字）

(3)活動 時期
(2)短期アウトカムを生み出すために行う具体的に想定される活動を記載してください。なお、社会課題がどのように解決されて短期アウトカムに繋がるのか分かるように記述してくだ
さい。（200字）



Ⅶ.関連する主な実績
(1)助成事業の実績と成果 46/800字

(2)申請事業に関連する調査研究、連携、マッチング、伴走支援の実績、事業事例等 137/800字

申請団体のこれまでの中間支援組織としての助成事業の実績と成果を記述してください。（800字）

申請事業に関する調査研究の実績を記載してください。他のセクター・団体・企業等との連携、マッチング、伴走支援の実績、事業事例等もあればアピールしてください。また、過年度休眠
預金で採択された事業と同一内容で申請する場合は、実施状況や事業成果について記載してください。（800字）



Ⅷ.事業実施体制
321/300字

48/200字
(2)ガバナンス・
コンプライアンス体制

不正行為、利益相反等を管理する為のガバナンス・コンプライアンス体制を示してください。（200字）

(3)コンソーシアム利用有無 0

(1)事業実施体制（人数、マ
ネジメント体制、経理体
制）、メンバー構成および
各メンバーの役割・スキル
等

本申請事業を⾏うにあたり、メンバー構成と各メンバーの役割を記載ください。本事業に係る⼈数、各メンバーの担当・役割の詳細、外部⼈材を活⽤する場合
は⽬的、役割、配置等を⽰してください。また、現在休眠預⾦事業を実施している場合には、本事業に係る担当者の兼務予定の有無や兼務の場合の従事⽐率等
についても記載してください。
（記⼊例）
・実施体制･･･内部7名、外部2名
・マネジメント体制･･･事業部⻑（事業統括）1名
・経理体制･･･経理主担1名、補佐2名
※経理は、団体経理２年程度の経験または簿記を有する者を想定。
※○○は、●●事業との兼務想定。本事業50%、●●事業50%想定。
外部⼈材を活⽤する場合は⽬的、役割、配置等を⽰してください。

AC7（7行目）の「コンソーシアムで申請の有無」の入力内容が自動反映します。
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